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団体名 代表者

NPO法人 西東京市多文化共生センター（略称　NIMIC　ニミック) 山辺真理子

所在地（住所）

東京都西東京市南町5-6-18　イングビル１F

団体概要

言語、国籍、習慣などの違いに関わらず、住民同士が互いに尊重し合い協力して多文化共生の地域づくりを進めるために、支援活動、交流活動、ネットワーク

づくりを行っています。活動地域は主に西東京市内です。

電話番号・メールアドレス

042-461-0381
https://www.nimic.jp

info@nimic.jp

活動対応分野（該当するものに☑）

対応分野に関する活動歴・経験等について

※☑を付けた分野に関する団体の活動や経験についてご記入ください。
有償サービスの場合は、内容について簡

単に記入ください。

医療

福祉

市の多文化キッズサロン施策を受けて、市内の小中学校内４か所で子ども日本語教室を運営しています。対象

者は市内の小中学校在籍者です。

教育
市内の小中学校に外国人講師とファシリテーターが出向き、多文化教育に協力しています。

外国人保護者からの教育相談に応じています。

学校訪問の場合は、内容と時間に

より講師謝金が必要です。

日本語学習

子ども・育児
乳幼児と保護者がともに世界の音楽や遊びを楽しむイベントを実施しています。在住外国人講師が4歳～7歳く

らいの子どもたちと多言語で遊ぶイベントを実施しています。

工作などの材料費や些少の参加費

が必要です。

在留資格
市の委託で運営している多文化共生センター相談窓口は、タブレットや通訳を含め17言語に対応しています。窓

口は、日常生活相談が基本ですが、在留資格など専門的な内容は外部機関につなぎフォローしています。

女性

法律

難民支援
講座などで難民の背景を学ぶ機会を作り、地域社会の理解を広げる努力をしています。難民支援という特別の

枠組みはありませんが、個別に配慮し、様々な支援や交流につなぐように努めています。

外国人コミュニティ

支援

生活安全
市の委託で運営している多文化共生センターの相談窓口には多様な相談が寄せられ、日々の生活の不便解消

と安全につながっています。日常生活相談が基本ですが専門的な内容は外部機関につないでいます。

就労

通訳・翻訳
市の委託により公共施設や学校などに限定して通訳派遣を実施しています。委託事業として、市報抜粋の多言

語化・市民向け行政文書の多言語化も行っています。

災害時対応
市と協定を結んでおり、災害時には可能な範囲で多言語対応を行います。市全体の防災訓練時には、多言語

ブースを設置し、啓発に努めています。

プラザHP掲載

NIMICは独自の事務所・電話番号を保持していないので、市から運営を委託されている「西東京市多文化共生センター」の所在地・電

話番号を記載してあります。外国人関連の相談窓口で、平日10時～16時（除く12～13時）の開室です。
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